
【はじめに】

我が国では、近年の急激な生活様式や食生活の変化から子どもの肥満が増え、生活習慣病を罹患
する子どもが増加している。子どもの肥満の理由の一つとして、運動・スポーツの不足によること
があげられている。スポーツ庁による「令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等の調査結果」1）

においても、子どもの授業以外の運動時間の減少が報告されており、子どもの健康管理上、運動習
慣を身につけさせることは課題である。

子どもの身体活動・スポーツ習慣確立においては親の影響が一因であることが報告されており 2）、
身体的にアクティブな親の子は、身体的にアクティブであることが示されている 3）。また、佐々木
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ら 4）は、スポーツは親と子どもの接触の機会を増やし、親子関係の強化に貢献すると報告しており、
久崎ら 5）は、大人のスポーツに対する肯定的な行動的・認知的側面、またそれを通じて生み出さ
れる雰囲気は、子どものスポーツに対する肯定的価値、有能感、楽しさを生み出し、ひいてはそれ
らが内発的動機づけの源泉となりスポーツの参加や継続を促すという影響過程が存在することを示
唆している。さらに、塩野谷ら 6）は、親の運動に対する自己効力感が高いこと、親自身の身体活
動好意度が高いこと、親が子どもの身体活動を重要だと認識していることが、子どもの身体活動推
進に影響する親の態度であることを報告しており、馬場ら 7）は、保護者自身が運動に対して好意
的な感情を持っていると、子どもに運動・スポーツをするように促す傾向があると報告している。
これらの先行研究より、子どもがスポーツに対してどのような感情を持つのかは、親の行動の影響
が大きいことがわかる。親の運動嗜好と子どもの体力との関連を検討した結果、親の運動嗜好は子
どもの体力の強固な関連要因であることを明らかにし、子どもの運動・スポーツ参加が親の意思に
依存する実状を考えると、親の運動嗜好が子どもの体力に長期的に影響することが予想されると報
告されている 8）。 また、長野ら 8）は、親の運動嗜好が高いと、子どもが低体力である確率は極め
て低かったと報告している。さらに、母親の運動嗜好の低さが子どもの低体力と関連していること
を明らかとしている。 

これまでの関連研究においては、子どものスポーツに対する感情は、親の行動によって決まり、
さらに、子どもの体力についても親の影響が強いことが明らかになっているが、これらの研究にお
いては、どのような親の行動が子どものスポーツに対する感情と関連するのかについて具体的に示
されておらず、さらに、調査地域が限局的な研究であり、全国規模のサンプルを使用した研究はほ
とんど認められない。

そこで、本研究では、2017 年に笹川スポーツ財団によって実施された 4 ～ 11 歳のスポーツライ
フに関する調査 2017 のデータを 2 次利用し、子どものスポーツ好悪と子ども・親のスポーツ行動
との関連を明らかにすることを目的とした。

【方法】

1．対象者

本研究は、2017 年に笹川スポーツ財団によって実施された 4 ～ 11 歳のスポーツライフに関する
調査 2017 のデータを使用した。この調査は、わが国の子どもの運動・スポーツ活動の現状や問題
点を明らかにすることを目的として 2 年毎の継続的な調査として実施されている調査である。2001

年から 10 歳代を対象に開始し、2009 年からは 4 ～ 9 歳も対象とした全国調査になり、2017 年か
ら対象年齢を拡大し、4 ～ 11 歳（未就学児・小学生）を対象とした調査を実施している。調査対
象は、全国市区町村に在住する 4 ～ 11 歳を母集団として、層化二段無作為抽出法により抽出され
た 4 歳～ 11 歳の 2,400 名であり、地点数は、市部 204 地点、町村部 21 地点、計 225 地点であった。
調査内容は、本人対象として、①運動・スポーツの実施状況、②運動・スポーツ施設、③スポーツ
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クラブ、④運動・スポーツへの態度、⑤スポーツ観戦、⑥好きなスポーツ選手、⑦習い事および⑧
個人属性、保護者対象として、①運動・スポーツの実施状況、②運動・スポーツ、運動あそびに対
する意識や態度、③子どもの生活習慣および④個人属性であった。本研究では、2017 年の調査に
協力した 1,571 名を対象者とした。

また、本研究は、笹川スポーツ財団から完全に匿名化されたデータの提供を受けて行った。研究
の実施に当たっては、大東文化大学ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理審査委員会において
承認を得た（通知番号　DHR20-009）。

2．調査項目

1）従属変数：子どものスポーツ行動及び親のスポーツ行動
本研究では、①子どものスポーツ行動と②親のスポーツ行動を従属変数とした。まず、①子ども

のスポーツ行動については、スポーツライフに関する調査 2017 における調査項目からこれらに対
応する項目として、「スポーツを直接観戦したことがある」「テレビでスポーツ観戦する」「スポー
ツクラブに加入している」を用いた。
「スポーツを直接観戦したことがある」に関する設問は、「あなたは、この 1 年間に直接スタジア

ムや体育館などに行ってスポーツの試合をみたことがありますか？」の問いに対して、「設定され
たスポーツ種目を選択」か「直接みたことはない」に回答する形式であった。本研究では、何れか
のスポーツ種目を選択した者を「直接見たことがある」、直接みたことはないを選択した者を「直
接見たことがない」と定義した。
「テレビでスポーツ観戦する」に関する設問は、「あなたは、普段テレビでスポーツの試合をみて

いますか？」の問いに対して、「1　よくみている」「2　時々みている」「3　ほとんどみていない」「4　
まったくいていない」で回答する形式であった。本研究では、「1　よくみている」「2　時々みてい
る」と回答した者を「テレビで見る」、「3　ほとんどみていない」「4　まったくいていない」と回
答したものを「テレビで見ない」と定義した。
「スポーツクラブに加入している」に関する設問は、「あなたは、今、学校の運動部やサークル、

民間のスポーツクラブ（スイミングクラブや体操クラブなど）、地域のスポーツクラブ（スポーツ
少年団や地域のスポーツ教室など）に入っていますか？」の問いに対して、「1　学校のクラブ活動・
運動部活動」「2　民間のスポーツクラブ」「3　地域のスポーツクラブ」「4　その他」「5　運動部・
クラブなどに入っていない」で回答する形式であった。本研究では、「1　学校のクラブ活動・運動
部活動」「2　民間のスポーツクラブ」「3　地域のスポーツクラブ」「4　その他」と回答した者を「加
入している」、「5　運動部・クラブなどに入っていない」と回答した者を「加入していない」と定
義した。

次に、②親のスポーツ行動として、スポーツライフに関する調査 2017 における調査項目からこ
れらに対応する項目として、「家族で運動をする」「親が子どもと運動することが好き」「親がスポー
ツをすることが得意」を用いた。

子どものスポーツに対する好悪と 親子のスポーツ行動との関連： 笹川スポーツ財団スポーツライフに関する 調査を用いた横断研究

─21 ─



「家族で運動をする」に関する設問は、「調査をお願いしたお子様は、あなた自身を含めご家族と、
普段、運動・スポーツ、運動あそびをしていますか？」の問いに対して、「1　よくしている」「2　時々
している」「3　ほとんどしていない」「4　まったくしていない」で回答する形式であった。本研究
では、「1　よくしている」「2　時々している」と回答した者を「家族で運動する」、「3　ほとんど
していない」「4　まったくしていない」と回答した者を「家族で運動はしない」と定義した。
「親が子どもと運動することが好き」に関する設問は、「あなたは、お子様と一緒にからだを動か

して遊んだり、運動・スポーツをしたりすることは好きですか？」の問いに対して、「1　好き」「2　
どちらかというと好き」「3　どちらかというときらい」「4　きらい」で回答する形式であった。本
研究では、「1　好き」「2　どちらかというと好き」と回答した者を「親が子どもと運動することが
好き」、「3　どちらかというときらい」「4　きらい」と回答した者を「親が子どもと運動すること
がきらい」と定義した。
「親がスポーツをすることが得意」に関する設問は、「あなたご自身は、運動・スポーツをするこ

とは得意ですか？」の問いに対して、「1　得意」「2　どちらかというと得意」「3　どちらかという
と不得意」「4　不得意」で回答する形式であった。本研究では、「1　得意」「2　どちらかというと
得意」と回答した者を「親がスポーツをすることが得意」、「3　どちらかというと不得意」「4　不
得意」と回答した者を「親がスポーツをすることが不得意」と定義した。

最後に、①子どものスポーツ行動及び②親のスポーツ行動がアクティブであるか、非アクティブ
であるかについて、本研究では、①子どものスポーツ行動について、「スポーツを直接観戦したこ
とがある」「テレビでスポーツ観戦する」「スポーツクラブに加入している」の 3 項目について、そ
れぞれ、「直接見たことがある＝ 0 点、直接みたことはない＝ 1 点」、「テレビで見る＝ 0 点、テレ
ビで見ない＝ 1 点」、「加入している＝ 0 点、加入していない＝ 1 点」を与え、合計得点を算出し（得
点範囲：0-3 点）、全体の中央値（2 点）で、子どものスポーツ行動がアクティブ群（1 点以下）と
非アクティブ群（2 点以上）の 2 群に分類した。②親のスポーツ行動について、「家族で運動をする」

「親が子どもと運動することが好き」「親がスポーツをすることが得意」の 3 項目について、それぞ
れ、 「家族で運動する＝ 0、家族で運動はしない＝ 1」、「親が子どもと運動することが好き＝ 0、親
が子どもと運動することがきらい＝ 1」、「親がスポーツをすることが得意＝ 0、親がスポーツをす
ることが不得意＝ 1」を与え、合計得点を算出し（得点範囲：0-3 点）、全体の中央値（1 点）で、
親のスポーツ行動がアクティブ群（0 点）と非アクティブ群（1 点以上）の 2 群に分類した。これ
らの分類は、「子ども・親のスポーツ行動」と命名した。

2）独立変数：子どものスポーツに対する好悪
子どものスポーツに対する好悪に関する設問は、「あなたは、運動やスポーツ、運動あそびをす

るのは好きですか？」の問いに対して、「1　好き」「2　どちらかというと好き」「3　どちらかとい
うときらい」「4　きらい」で回答する形式であった。本研究では、「1　好き」「2　どちらかという
と好き」と回答した者を「スポーツが好き」、「3　どちらかというときらい」「4　きらい」と回答
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した者を「スポーツが嫌い」と定義した。

3）共変量：その他の変数
子どもが通う学校区分については、小学校、幼稚園、保育園、その他、在学・在園していない、

の 5 群に分類した。学年については、年少・中・長、小学校 1 年生から 6 年生までの 9 群に分類し
た。居住都市規模については、東京都区部、20 大都市、人口 10 万以上の市、人口 10 万人未満の市、
町村の 5 群に分類した。世帯年収については、200 万円未満、200 万円～ 1,000 万まで 100 万円万
きざみ、1,000 万円以上の 11 群に分類した。

3．統計的手法

子どものスポーツに対する好悪と子ども・親のスポーツ行動、子どものスポーツ行動の構成要素
である 3 項目及び親のスポーツ行動の構成要素である 3 項目のそれぞれとの関連を検討するため、
単変量解析としてχ2 検定にて検討し、さらに共変量を調整した上で検討するため、ロジスティッ
ク回帰分析を用いてオッズ比（OR）と 95％信頼区間（CI）をそれぞれ算出した。年齢のみを調整
した年齢調整モデル、年齢、学年、居住都市規模で調整した多変量調整モデルの 2 モデルにて検討
した。

統計処理には、jamovi version 1.2.27（https://www.jamovi.org）を用いて行い、p 値が 0.05 未満を
統計学的有意とした。

【結果】

Table1 に、対象者の基本属性を子どものスポーツ好き・嫌い別に示した。平均年齢については、
スポーツ好きが 8.1±2.32 歳、スポーツ嫌いが 8.6±2.25 であり、有意な差がみられた（p=.023）。学
校区分、学年、世帯年収については、χ2 検定の結果、有意な差はみられたかったが、居住都市規
模のみ有意であった（p=.009）。

Table2 に、子どものスポーツ好悪と子どものスポーツ行動、子どものスポーツ観戦、子どものテ
レビでのスポーツ観戦、子どものスポーツクラブ加入、親のスポーツ行動、親の家族で運動、親が
子どもと運動することの好悪、親自身がスポーツをすることが得意との単変量解析の結果を示した。
子どもがスポーツ好きである群は、スポーツが嫌いな群と比較して、子どものスポーツ行動がアク
ティブである割合が高く（p<.001）、スポーツを直接観戦した事がある割合が高く（p=.003）、テ
レビでスポーツを見る割合が高く（p<.001）、スポーツクラブに加入している割合が高かった

（p<.001）。さらに、子どもがスポーツ好きである群は、スポーツが嫌いな群と比較して、親のスポー
ツ行動がアクティブである割合が高く（p<.001）、家族で運動する割合が高く（p<.001）、親が子
どもと運動することが好きである割合が高く（p<.001）、親自身がスポーツをすることが得意であ
る割合が高かった（p<.001）。
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Table1　対象者の基本属性（n=1,571)

%n(人)%n(人)
175,1齢年 0.023

100.<%5.0407%9.45767男別性
%5.95301%1.54136女

433.0%0.58741%2.97601,1校学小分区校学
%2.961%5.01741園稚幼
%2.59%5.9331園育保
%0.061%5.07他のそ
%0.00%3.04いないてし園在・学在

716.0%0.00%1.01）スラク児歳3（少年年学
%6.731%2.01241）スラク児歳4（中年
%0.721%9.9731）スラク児歳5（長年
%7.851%2.11651生年1
%7.851%9.9731生年2
%0.4142%0.0331581生年3
%7.5172%1.31181生年4
%3.6182%0.0341891生年5
%1.2283%0.81052生年6

900.0%5.36%6.456部区都京東模規市都住居
%7.3214%7.71842市都大０２
%8.1355%3.54336市の上以人万０１口人
%9.8205%2.32423市の満未人万０１口人
%1.2112%2.9821村町

343.0%2.57%0.545満未円万002収年帯世
%4.0141%3.575満未円万003～002
%9.1161%7.21631満未円万004～003
%2.4191%1.01801満未円万005～004
%7.5112%9.51071満未円万006～005
%0.921%6.9301満未円万007～006
%7.35%2.777満未円万008～007
%0.34%1.555満未円万009～008
%2.23%4.363満未円万000,1～009
%5.46%3.575上以円万000,1
%1.0272%4.02912いならかわ

＊p値の算出において，カテゴリー変数はχ2検定，連続変数はt検定を使用した
＊各アイテムの総数に欠損値は含まれていない

1,571

1,570

1,558

1,571

1,206

n(人)
い嫌ツーポスき好ツーポス

p

52.2±6.823.2±1.8
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Table3 に、子どものスポーツ好悪と子どものスポーツ観戦、子どものテレビでのスポーツ観戦、
子どものスポーツクラブ加入、親の家族で運動、親が子どもと運動することの好悪、親自身がスポー
ツをすることが得意との関連を、それぞれロジスティック回帰分析を用いて検討した結果を示した。
年齢調整モデルにおいて、子どもがスポーツを好きである群は、スポーツが嫌いである群と比較し
て、 子 ど も が ス ポ ー ツ を 直 接 観 戦 し た 事 が あ る 割 合 は 1.92 倍（OR：1.92、CI：1.30-2.84、
p<.001）、 子 ど も が テ レ ビ で ス ポ ー ツ を 観 戦 す る 割 合 は 4.35 倍（OR：4.35、CI：2.94-6.43、
p<.001）、子どもがスポーツクラブに加入している割合は 3.44 倍（OR：3.44、CI：2.44-4.83、
p<.001）であった。さらに、子どもがスポーツを好きである群は、スポーツが嫌いである群と比
較して、親が家族で運動する割合は 2.45 倍（OR：2.45、CI：1.77-3.40、p<.001）、親が子どもと運
動をすることが好きである割合は 2.81 倍（OR：2.81、CI：2.03-3.89、p<.001）、親自身がスポーツ
をすることが得意である割合は 1.94 倍（OR：1.94、CI：1.39-2.69、p<.001）であった。また、年齢、
学年、居住都市規模にて調整した多変量解析モデルにおいても、子どもがスポーツを好きである群
は、スポーツが嫌いである群と比較して、子どもがスポーツを直接観戦した事がある割合は 1.98

倍（OR：1.98、CI：1.33-2.93、p<.001）、子どもがテレビでスポーツを観戦する割合は 4.58 倍（OR：
4.58、CI：3.09-6.78、p<.001）、子どもがスポーツクラブに加入している割合は 3.36 倍（OR：3.36、
CI：2.38-4.75、p<.001）であった。さらに、子どもがスポーツを好きである群は、スポーツが嫌い
である群と比較して、親が家族で運動する割合は 2.53 倍（OR：2.53、CI：1.81-3.53、p<.001）、親
が子どもと運動をすることが好きである割合は 2.89 倍（OR：2.89、CI：2.08-4.03、p<.001）、親自
身がスポーツをすることが得意である割合は 1.95 倍（OR：1.95、CI：1.40-2.71、p<.001）であった。

子どものスポーツ好悪と子ども及び親のスポーツ行動との関連を、ロジスティック回帰分析も用
いて検討した結果を Table4 に示した。年齢調整モデルにおいて、子どもがスポーツを好きである
群は、スポーツが嫌いである群と比較して、子どものスポーツ行動がアクティブである割合は 6.61

倍（OR：6.61、CI：1.11-2.66、p<.001）であり、親のスポーツ行動がアクティブである割合は 2.39

倍（OR：2.39、CI：1.61-3.55、p<.001）であった。年齢、学年、居住中都市規模にて調整した多
変量解析モデルにおいても、子どもがスポーツを好きである群は、スポーツが嫌いである群と比較
して、子どものスポーツ行動がアクティブである割合は 6.56 倍（OR：6.56、CI：1.11-2.66、
p<.001）であり、親のスポーツ行動がアクティブである割合は 2.42 倍（OR：2.42、CI：1.63-3.61、
p<.001）であった。
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【考察】

本研究では、2017 年に笹川スポーツ財団によって実施された 4 ～ 11 歳のスポーツライフに関す
る調査 2017 のデータを 2 次利用し、子どものスポーツ好悪と子ども・親のスポーツ行動との関連
について検討した。その結果、スポーツが好きな子どもは、スポーツが嫌いな子どもと比較して、
子ども自身及び親のスポーツ行動がアクティブである割合が高かった。また、アクティブな行動を
構成する要件別にみても、スポーツが好きな子どもは、スポーツが嫌いな子どもと比較して、「スポー
ツを直接観戦した事がある」、「テレビでスポーツを観戦する」、「スポーツクラブに加入している」
の割合が有意に高かった。さらに、スポーツが好きな子どもの親は、スポーツが嫌いな子どもの親
と比較して、「親が家族で運動する」、「親が子どもと運動をすることが好きである」、「親自身がスポー
ツをすることが得意である」の割合が有意に高かった。このことから、子ども自身のスポーツ活動
及び親のスポーツ行動をアクティブにすることは、子どもにスポーツに対するポジティブな認識を
持たせることに有用である可能性が示唆された。

子どものスポーツや身体活動に関する先行研究はいくつか報告されている。文部科学省の調査に
よると、家の人と一緒にスポーツを「する」のみならず、「（テレビを含め）観戦する」、運動やスポー
ツについて「話をする」頻度が高いほど、子どもの運動時間が長く、体力得点も高いことが報告さ
れており 9）、子どもと全く遊ばない保護者をもつ子どもは体力・運動能力が低く 10）、子どもがスポー
ツに参加するか否かと両親の身体活動の高さとの関連性 11）や親の身体活動のサポートと親の運動
習慣は、子どもの習慣的な身体活動の予測因子となることが示されている 12）。さらに、塩野谷ら 6）

は、親の運動に対する自己効力感が高いこと、親自身の身体活動好意度が高いこと、親が子どもの
身体活動を重要だと認識していることが、子どもの身体活動推進に影響する親の態度であることを
明らかにしている。また、子どもの活発な身体活動は、保護者の経済的地位、子どものスポーツ活
動に対する保護者のサポート、保護者自身のスポーツ活動、スポーツは性格形成や社会性の発達に
貢献すると考える保護者の信念は、子どもの活発な身体活動レベルを大幅に予測すると報告されて
いる 13）。これらのように、親のスポーツに対する考え方が子どものスポーツに与える影響は多大
であるといえ、本研究の結果は先行研究を支持する結果であった。

一方、運動・スポーツに対する得意・不得意の問いに対しては、学年が低いほど得意と答える割
合が高いという報告があり 14）、また中野ら 15）は、低学年児童において、保護者の運動指向性によっ
て体力・運動能力に有意な違いは確認されず、低学年児童では、保護者の運動指向性が身体活動の
規定要因にならないことを示唆し、さらに、大坪ら 16）は、女子児童を対象とした研究ではあるが、
運動・スポーツに対して嫌悪感が増大するのは、小学校中学年から高まりはじめることを示してい
るが、本研究の解析においては、対象者の年齢及び学年を考慮した上で検討してはいるものの、低
学年児童と高学年児童との違いにまで言及することは出来なかった。

なぜ、スポーツ好きな子どもが子ども自身及び親のスポーツ行動がアクティブであることと正の
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関連が認められたかについて、その要因の一つに子どもの運動有能感があげられる。岡澤 17）18）は、
運動・スポーツに対する好き嫌いに関して、運動嫌いの原因が、運動有能感の欠如であることを指
摘し、運動有能感は加齢に伴って減少傾向がみられ、運動有能感の欠如が運動嫌いを形成している
と報告している。子ども自身が常にスポーツに触れる環境にあることや、親子でのスポーツ活動を
通じて運動有能感が育まれることから、子どもはスポーツが好きになると考えられる。

本研究の意義は、近年問題視されている身体活動の低下や運動不足による子どもの健康障害への
対策に対して、子どものスポーツ好悪に対する親と子どものスポーツ行動について明らかにしたこ
とで、今後の子どもの身体活動の低下や運動不足解消に関する知見を得たことである。さらに、国
民の代表サンプルに近い大きな集団を対象としたことにより、わが国の子どもにおける健康増進・
身体活動推進対策に有益と考えられる。また、子どもの生活リズムは、保護者の生活習慣と互いに
影響し合いながら確立する 19）ことが明らかになっていることから、スポーツの好悪のみならず、
子どもが健康生活を送る上で保護者の生活習慣を整えることも併せて重要であると考えられる。

本研究の強みとして、笹川スポーツ財団によって実施された 4 ～ 11 歳のスポーツライフに関す
る調査 2017 のデータを用いた点である。本研究の結果は、わが国を代表するサンプルを用いた結
果であり、一般化可能性が高い結果であると言える。さらに、子ども及び親のスポーツ行動につい
て、多面的な指標から捉えて評価した点もあげられる。

一方、本研究の限界として、本研究は横断研究であるため、因果関係について言及できないこと
があげられる。スポーツが好きな子どもであるからスポーツ行動がアクティブであるのか、逆にス
ポーツ行動がアクティブであるからスポーツが好きなのかについて明言することは出来ない。二点
目として、先行研究 14）15）16）において、子どものスポーツに対する認識は低学年児童の方がポジティ
ブであると報告されているため、年齢や学年で層化したデータによる検討が必要であったとも考え
られるが、本研究では、年齢、学年を考慮した統計解析を行うにとどまった点である。

本研究の結論として、スポーツが好きな子どもは、スポーツが嫌いな子どもと比較して、子ども
自身及び親のスポーツ行動がアクティブである割合が高かった。この結果は、近年問題視されてい
る身体活動の低下や運動不足による子どもの健康障害への対策に対する知見を得たものであり、子
どものスポーツに対する認識をポジティブにするためには、子どもや親の日頃のスポーツ行動をア
クティブにすることが重要であることが示唆された。

【結論】

本研究の結論として、スポーツが好きな子どもは、スポーツが嫌いな子どもと比較して、子ども
自身及び親のスポーツ行動がアクティブである割合が高かった。この結果は、近年問題視されてい
る身体活動の低下や運動不足による子どもの健康障害への対策に対する知見を得たものであり、子
どものスポーツに対する認識をポジティブにするためには、子どもや親の日頃のスポーツ行動をア
クティブにすることが重要であることが示唆された。
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